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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
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・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

地
域
の
子
育
て
に
貢
献
す
る

個
人
や
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る

「
子
育
て
応
援
元
気
ア
ッ
プ
賞

（
県
表
彰
）」
が
、
お
な
は
し
会

ピ
ノ
キ
オ
（
楓
る
み
子
代
表
）

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
平
成
七
年
か
ら
南

淡
図
書
館
で
児
童
や
母
親
を
対

象
に
読
み
聞
か
せ
や
人
形
劇
な

ど
を
定
期
的
に
開
催
し
、
親
子

が
楽
し
く
集
ま
る
環
境
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

◆
自
治
賞

吉
見
哲
二
（
市
）

　

三
原
交
通
安
全
協
会
の
支
部

長
、
理
事
と
し
て
長
年
、
安
全

で
快
適
な
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
こ
う
の
と
り
賞

伊
木
睦
侑
・
澄
子
（
松
帆
）

　

地
元
小
学
生
に
対
し
夫
婦
で

農
業
体
験
を
指
導
し
、
食
物
の

大
切
さ
な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
。

池
田
千
代
子
（
湊
）

　

南
あ
わ
じ
市
更
生
保
護
女
性

お
め
で
と
う

　おいしいごはんを食べよう県民運動お弁当コンテストで井上鈴子さ

ん（福良）の作品、「野菜たっぷり海鮮弁当」が兵庫農政事務長賞を

受賞しました。

　昨年の「宝！の小箱弁当」に引き続き２年連続で受賞した井上さん

は、「地元で取れる多くの種類の食材を使って、素材の味を生かしな

がら栄養のバランスに配慮しました。これからも、いずみ会の活動を

通じて健康な食事の普及に取り組みたい」と意欲を語ってくれました。

伊加利国際交流会の語学研修言葉で遊ぶ留学生との交流
　伊加利地区の活性化を目指し、外国人との交流活動を行う伊加利国

際交流会（西久保俊史代表）では２月 17・18 日の両日、伊加利公

民館で交流会を開催し同会員ら約 60人が参加しました。

　交流会では、大阪ＹＭＣＡ日本語学校で学ぶ、留学生５人を講師に

招きました。17日は、講師の母国にちなんだクイズで打ち解け、続

いて韓国語と中国語に分かれて、会話や自己紹介などを学びました。

18日には、同地区児童らと絵描きや料理を通じ、交流を深めました。
▲笑顔の講師と楽しい語学交流会

▲ヘルシー弁当部門で入賞した「野菜たっぷり
　海鮮弁当」

わくわくお弁当コンテスト井上さんのヘルシー弁当が入賞

会
副
会
長
と
し
て
、
青
少
年
の

非
行
防
止
、
子
育
て
支
援
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

川
口
千
代
子
（
阿
那
賀
）

　

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
会
員

と
し
て
、
地
域
の
食
生
活
の
改

善
に
取
り
組
み
、
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

清
水
正
博
（
倭
文
）

　

南
あ
わ
じ
交
通
安
全
協
会
副
会

長
と
し
て
、
協
会
の
運
営
と
交
通

安
全
運
動
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

武
中
み
ど
り
（
灘
）

　

南
あ
わ
じ
交
通
安
全
協
会
婦

人
部
支
部
長
と
し
て
、
交
通
安

全
運
動
に
取
り
組
み
、
指
導
し

て
い
ま
す
。

谷
口
喜
美
（
広
田
）

　

南
あ
わ
じ
市
い
ず
み
会
緑
支

部
副
会
長
と
し
て
、
食
生
活
改

善
や
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

福
永
英
美
（
市
）

　

南
あ
わ
じ
市
更
生
保
護
女
性

会
会
員
と
し
て
、
青
少
年
の
非
行

防
止
、
社
会
浄
化
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

前
田
順
子
（
福
良
）

　

福
良
漁
協
女
性
部
区
長
と
し

て
、
海
浜
周
辺
の
清
掃
活
動
と
環

境
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

か
も
め
会
（
福
良
）

　

福
良
地
区
住
民
食
生
活
改
善

教
室
や
離
乳
食
・
幼
児
教
室
を

開
催
、高
齢
者
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

兵
庫
県
表
彰
（
敬
称
略
）

▲のじぎく賞を受賞した高田さん親子（左）
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人
命
救
助
に
の
じ
ぎ
く
賞
を
表
彰

機
転
と
連
携
で
人
命
を
救
う

　

帰
宅
途
中
に
誤
っ
て

海
に
転
落
し
た
女
性
を

救
助
し
た
八
人
と
、
漁

港
内
で
船
か
ら
転
落
し▲女性を救助した濱邊平司さん、安達さん、前川さん、

　三宅さん（左から）

お
は
な
し
会
ピ
ノ
キ
オ
に

子
育
て
応
援
元
気
ア
ッ
プ
賞

海
に
転
落
し
た
人
を
救
助

▲男性を救助した海部さん、早見
　さん（左から）

た
男
性
を
救
助
し
た
二

人
に
、
兵
庫
県
の
じ
ぎ

く
賞
が
二
月
十
四
日
、

沼
島
出
張
所
で
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

女
性
を
救
助
し
て
表

彰
を
受
け
た
の
は
、
畠

田
源
太
郎
さ
ん
、
畠
田

絹
子
さ
ん
、
濱
邉
平
司

さ
ん
、濱
邉
義
幸
さ
ん
、

濱
邉
徳
子
さ
ん
、
安
達

洋
子
さ
ん
、
前
川
仁
さ

ん
、
三
宅
一
幸
さ
ん
。

　

八
人
は
一
月
七
日
午

後
五
時
三
十
分
ご
ろ
、

沼
島
の
海
沿
い
の
市

道
を
帰
宅
中
の
女
性
が

誤
っ
て
海
に
転
落
し
、

溺
れ
か
か
っ
て
い
た
と

こ
ろ
を
発
見
、
協
力
し

て
救
助
し
ま
し
た
。

　

男
性
を
救
助
し
て
表

彰
を
受
け
た
の
は
、
海

部
博
行
さ
ん
、
早
見
永

二
さ
ん
。

　

交
通
事
故
で
川
に
転

落
し
た
車
か
ら
女
性
を

救
助
し
た
高
田
弘
さ
ん

（
松
帆
）
と
長
男
の
弘

之
さ
ん
に
一
月
二
十
三

日
、
兵
庫
県
の
じ
ぎ
く

賞
が
南
あ
わ
じ
警
察
署

で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
田
さ
ん
親
子
は
一

　

一
月
十
一
日
午
前

十
一
時
ご
ろ
、
漁
か
ら

帰
っ
た
男
性
が
沼
島
港

月
十
三
日
の
午
後
０
時

五
十
分
ご
ろ
、
自
宅
内

の
工
場
で
作
業
中
に
車

が
衝
突
す
る
音
を
聞

き
、
入

に
ゅ
う
か
ん貫

川
（
水
深
約

一
・
二
㍍
）に
軽
ト
ラ
ッ

ク
が
水
没
し
て
い
る
の

を
発
見
。
二
人
は
服
の

ま
ま
川
に
入
り
、
協
力

し
て
運
転
席
で
動
け
な

く
な
っ
て
い
た
女
性
を

救
出
し
ま
し
た
。
救
急

車
を
待
つ
間
も
毛
布
を

か
け
励
ま
し
続
け
、
尊

い
命
を
救
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
人
に
は
同

日
、
淡
路
広
域
消
防
本

部
消
防
長
か
ら
も
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

水
没
し
た
車
か
ら
人
命
を
救
助

手
作
り
望
遠
鏡
組
立
て
教
室

手
作
り
の
望
遠
鏡
で
、
土
星
の
輪
を
観
察

　

天
体
観
測
に
興
味
を
も
っ
て
も

ら
お
う
と
、
神
代
小
学
校
天
体
観

測
ド
ー
ム
再
建
準
備
会
（
木
田
徹

代
表
）
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
「
手
作
り
望
遠
鏡
組
立
て
教

室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

二
月
十
二
日
、
神
代
小
学
校
工

作
室
で
行
わ
れ
た
同
教
室
で
は
、

親
子
四
組
が
参
加
。
レ
ン
ズ
な
ど

が
入
っ
た
工
作
キ
ッ
ト
を
ハ
サ
ミ

や
接
着
剤
を
使
っ
て
組
み
立
て
ま

し
た
。

　

こ
の
望
遠
鏡
の
倍
率
は
五
十
倍

で
、
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
や
木
星
、

土
星
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

組
立
て
後
、こ
の
望
遠
鏡
を
使
い
、

す
ば
る
（
星
団
）
と
土
星
を
眺
め

ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
か
ら
は「
土

星
の
わ
っ
か
が
見
え
た
！
」
と
歓

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
三
月
も
同
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
十
九

頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲望遠鏡を組み立てる参加者

　

三
原
郡
酪
農
協
と
洲
本
市
酪
農

淡
路
島
酪
農
協
の
設
立
式
典

ミ
ル
ク
の
島　
淡
路
島
の
将
来
を
か
け
誕
生

協
が
合
併
し
て
一
月
一
日
に
発
足

し
た
、「
淡
路
島
酪
農
農
業
協
同

組
合
」
の
設
立
記
念
式
典
が
二
月

十
四
日
、
淡
路
島
牧
場
で
開
催
さ

れ
関
係
者
約
百
人
が
誕
生
を
祝
い

ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、
組
合
員
数

八
百
三
十 

五
人
、
飼
育
頭
数

九
千
三
百
頭
の
酪
農
専
門
組
合
。

　

松
井
睦
機
組
合
長
は
「
六
十
年

の
長
き
に
亘
り
、
両
組
合
が
品
種

改
良
、
乳
製
品
の
製
造
販
売
に

切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
、
ミ
ル
ク
の
淡
路
島

を
築
い
て
き
た
。
近
年
の
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
、
消
費
の
低
迷
な

▲牛乳で乾杯し、新組合の門出を祝う出席者

ど
酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

く
、
生
産
施
設
の
老
朽
化
な
ど
将

来
を
展
望
し
て
組
合
を
合
併
。
新

工
場
の
建
設
に
取
り
組
み
、
生
産

物
に
付
加
価
値
を
付
け
た
い
」
と

式
辞
を
延
べ
ま
し
た
。

　

中
田
市
長
も
「
合
併
の
線
上
に

は
新
工
場
建
設
が
あ
る
。
消
費
者

ニ
ー
ズ
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
、
酪

農
家
と
行
政
が
と
も
に
汗
し
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
祝
辞
。

　

続
い
て
、
組
合
章
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
中
野
敦
子
さ
ん
（
洲
本
市
）

と
、
組
合
愛
称
「
お
い
し
い
ミ
ル

ク
は
Ａ
ミ
ル
ク
」
の
愛
称
を
考
案

し
た
松
下
公
美
さ
ん
（
南
あ
わ
じ

市
）に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲
完
成
品
（
三
脚
は
別
）

内
で
係
留
し
よ
う
と
し

て
誤
っ
て
船
か
ら
海
に

転
落
。
船
に
つ
か
ま
っ

て
い
た
と
こ
ろ
を
二
人

が
協
力
し
て
助
け
あ
げ

ま
し
た
。


